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1環境行動の推進環境行動の推進

エネルギー利用の効率化エネルギー利用の効率化

□社用車の運転時、エコドライブに努める。
□徒歩（ウォークビズ） や自転車での通勤を励行する。
□クールビズ、ウォームビズを励行し、冷暖房の適正化を図る。

□日常生活の中でできる省エネルギー行動を実践する。
□近所への外出はできるだけ徒歩や自転車を利用する。
□家電製品は省エネモードを活用し、使用しないときは電源を切る。

□住宅を新築・改築する際は、冷暖房効率に優れた高断熱住宅を検討する。

□次世代自動車（ハイブリッド車、電気自動車等）への買い替えを進める。

□省エネ診断を受診する。

□設備更新時は省エネルギー設備の導入に努める。

　エコ活動を発信し、ポイントを Get。 ポイントを利用し、景品の抽

選に毎日応募できます。 便利なごみ収集カレンダーも配信しています。

「福島県環境アプリ」

太陽光発電設備や蓄電池を導入する

へ参加する
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NOK メタル株式会社

「ふくしまゼロカーボン宣言事業」

このアイコンが
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　「ふくしまゼロカーボン宣言事業」には前身となっ

た「福島議定書」から参加しており、社内に省エネ

委員会を設置し、天井照明の LED 化や空調の一

括管理、配線の見直しなどを行ってきました。その

ほか従業員への周知に努めるなど、日々の業務から

環境に配慮したモノづくりに取り組んでいます。
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環境事務局の皆さん

安部 茂
しげる

 さん

（左から遠藤司規さん、板垣慎司さん、石本昌美さん）

安部さんのご自宅の
太陽光発電パネルと
蓄電池。

そのほかの例）

そのほかの例）
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　ニュースでもよく見かける環境問題に

微力でも自分にできることはないかと考

え、父・祖父世帯と併せて 3 世代で太

陽光発電と蓄電池を設置しました。設置

後は一日分の電力をほとんど賄えるた

め、環境にも家計にも優しいと思います。

かわまた2024-7 4



2

3脱炭素社会の構築脱炭素社会の構築

□身近な場所の緑化に努める。
□地域の緑化活動に参加する。

□敷地内の緑化に努める。
□地域の緑化活動に参加する。

□環境団体の活動に参加する。
□職場での環境教育に努める。

　町ではかわまた復興発電合同会社と親子 SDGs 教室を開催

し環境について学ぶ機会を提供しています。

株式会社 絹川建設工業

カーボンネガティブに努める

4循環型社会の構築循環型社会の構築

□環境にやさしい商品の使用に努める。
□資源の集団回収に協力する。

□再生資源等の使用に努める。
□容器・包装の少ない製品を購入する。

食材の使い切り、ごみの減量化に努める

　「次世代の皆さんに良い環境の中

で暮らしてほしい」という想いか

らもみ殻くん炭の製造を始めまし

た。土壌炭素貯留効果があるほか

脱臭、浄化作用もあり、未利用生

物資源であるもみ殻で脱炭素社会

の構築に携われればと思います。

　LFC（ローカルフードサイクリング）

コンポストを活用し、食品ロスの削

減や環境負荷の軽減に努めています。

農業に関わりを持つ中でこのコンポ

ストに出会いました。今後、地域の

食循環の中で喜びや楽しみを共有で

きるコミュニティをつくりたいです。

今度私
も参加してみようかな
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株式会社 絹川建設工業
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町では、ごみの減量化及

び再資源化を推進するた

め、生ごみ処理容器の購

入・設置費用の一部を補

助しています。

詳細はこちらから

そのほかの例）
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環境関連のイベント個
人 に参加する

　町では、地球温暖化対策として、脱炭素社会
に向けた再生可能エネルギーの導入を促進する
ため、住宅用再生可能エネルギー設備の設置費
用の一部を補助いたします。

※補助金支出予定額が予算額
に到達次第、受付は終了いた
します。

随時募集中！

詳細はこちらから

基盤づくり基盤づくり
排出削減への排出削減への
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